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◎　杉並消防署からのお知らせ　
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“危険物”は、ガソリン、灯油等の燃料、塗料など、私たちの生活に欠かせないものとなっていますが、その危険性を意識せずに使用したことによる火災が毎年発生しています。
　こうしたことから、「危険物安全週間」に当たり、危険物を取り扱う事業所の方は、事業所における自主保安の重要性を再確認し、また、家庭においては、危険物に該当する製品の取扱い上の注意事項をよく読むなど、危険物の性質を十分理解して取り扱い、危険物に関する事故発生を未然に防止しましょう。
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（１）平成２０年中の危険物施設等における事故の状況

ア　事故件数等

平成２０年中の東京消防庁管内の危険物に係る事故は、火災３２件、危険物の流出事故２４件、その他の事故１３件の合計６９件で、死者２名及び傷者１４名が発生しました。平成１９年中のそれぞれと比べると、全体の事故件数は２１件増加し、死者は２名、傷者は１０名増加しています。

イ　事故の要因
６９件の事故を要因別にみると、人的要因が２４件、物的要因が２４件、その他の要因は２１件となっています。

人的要因による事故は、火災３２件のうち１１件（３４．４％）、危険物の流出事故２４件のうち１１件（４５．８％）、その他の事故１３件のうち２件（１５．４％）となっています。人的要因による火災は、火気管理上の不備などの管理不十分等が主な要因となっています。

また、物的要因による事故は、火災１０件（３１．３％）、危険物の流出事故９件（３７．５％）で、その他の事故５件（３８．５％）となっています。物的要因による危険物の流出事故では、配管等が腐食疲労等により劣化していたことが主な要因となっています。
（２）危険物施設等における自主保安の重要性を再確認しよう
ア　自主保安の推進


イ　地震及び停電時の対策

（３）危険物に関する知識を深めよう

身近にある危険物の危険性を認識するとともに、正しい取扱方法や保管方法に関する知識を深めましょう。

ア　身近な危険物
一般的に「危険物」といえばガソリンや灯油、軽油などの燃料類を思い浮かべ、その他のものは特殊な場所で利用されていると思われがちです。実は、燃料類のほかにも多くの危険物が身の回りで取り扱われており、例えば、身近なものでは家庭で利用している接着剤、アロマオイル、アウトドアで使用する燃料や助燃材に至るまで様々な危険物が便利に利用されています。

一方、これらの製品を利用する人の中には、危険性に対する関心が薄かったり、安易に取り扱ったり、又は廃棄したりする人がおり、こうしたことによる火災等の事故が発生しています。

危険物安全週間を機会に、身近な危険物の存在についてもう一度確認し、その正しい取扱いや保管に努めましょう。

あなたが身の回りで使っている物に、次のような表示はありませんか？

表示されているものは“危険物”です。



このような表示がある物は、ストーブなどの火気の近くで使用したり、その近くに放置することは絶対にやめましょう。
イ　セルフ方式の給油取扱所における給油方法の周知
近年、セルフ方式の給油取扱所の数が増えています、給油取扱所では、セルフ給油が安全に行われるように危険物取扱者が十分に監視等を行っていますが、給油の手順や給油設備などの扱いを誤ると、思わぬ事故が発生することも考えられます。

給油方法がよくわからなかったり、不安を感じたりしたときは、近くの従業員や給油設備にあるインターホンを利用して、正しい給油方法の説明を受けてから給油しましょう。




　災害情報
（杉並消防署管内５月３１日現在）
　　火災件数　　：　　　　７４件（昨年同時期比　　  　　＋４件）

　　救急出場件数：　 ７,１４６件（昨年同時期比　  　－２２１件）

◆◇◆◇◆◇◆防災に関する情報はホームページでも提供しています。◆◇◆◇◆
　　◎東京消防庁ホームページ　http://www.tfd.metro.tokyo.jp/
　　◎杉並消防署ホームページ　http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-suginami/
　　メールマガジンに対するご意見、ご要望をお待ちしております。あて先は次のとおりです。
杉並消防署（E-mail：suginami@tfd.metro.tokyo.jp）
※　上記E-mailへ書き込みでの災害通報は、１１９番通報とはなりません。ご注意ください。[image: image11.png]
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給油キャップをしめ忘れたまま走行すると、給油口からガソリン等の燃料やその可燃性の蒸気が漏れるおそれがあり危険です。給油が終わったら給油キャップの置き忘れに注意しましょう。





自動車等の燃料タンクが満タンになると、オートストップ（満量停止装置）が作動し給油は自動的に停止します。オートストップ作動後の注ぎ足し給油は、ガソリン等の燃料が給油口の外に吹きこぼれることがあり危険ですので、注ぎ足し給油はやめましょう。





給油ノズルは、給油口の奥まで差し込み、レバーをしっかり握って給油を行いましょう。





私たちの体には静電気が帯電しています。この静電気の火花が原因で、給油口から出てくるガソリン蒸気に引火する事故が発生するおそれがあります。給油キャップを開ける前に、静電気除去シートや車の金属部分に触れ、静電気を除去してから給油を始めましょう。





白線などで示された場所に停止し、必ずエンジンを停止しましょう。





ドライバーの皆さんが自分で給油をするセルフ式ガソリンスタンドは、都内にも設置され身近な存在となっています。�　セルフ式ガソリンスタンドは、いろいろな安全装置付きの機器が設けられるとともに、危険物取扱者の資格をもった従業員がドライバーの皆さんが行う給油作業を見守っています。�　しかし、ガソリンや軽油は、その取扱方法を誤ると大きな事故につながりかねません。�　セルフ式ガソリンスタンドを利用するドライバーの皆さんも、次の事項に十分注意して安全な給油作業に心がけましょう。





事例３【危険物の流出】　セルフ方式の給油取扱所で、顧客が給油ノズルのレバーを不正に「開放」状態に固定し、さらに給油ノズルが脱落しないように給油口に逆さまに差し込んで、その場を離れたため、満量停止装置が働かずにガソリン１０Lが流出した。
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危険物を扱う機器、貯蔵用の棚等は、転倒などしないように床等に固定しましょう。


感震装置や緊急停止装置の設置等地震時の出火防止対策を講じましょう。


吸着マット等流出した危険物の拡散防止を図るための防災資機材が、適切に保管されているか確認しましょう。


地震時における施設と設備の点検や応急措置に関することを、日頃から決めておきましょう。


　また、既に定められている場合は、施設の実態にあったものとなっているかを再確認しましょう。











事例１【火　災】　首都高速道路上で、タンクローリーが走行中バランスを崩して横転し、積載していたガソリン及び軽油を流出させ、路面と車体との間で生じた火花により出火し火災となった。








事例２【危険物の流出】　給油取扱所の定期点検により、専用タンク（地下埋設タンク）からポンプに至る地下埋設配管に気密異常が確認されたことから、異常部位を掘削し詳細に調べたところ、腐食孔が生じており、そこからガソリンが流出していることが確認された。
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①　共通事項


適正な貯蔵及び取扱いを心がけましょう。


法定点検及び日常点検を推進しましょう。





②　給油取扱所では・・・


セルフ給油は、顧客に適切な給油方法を指導するとともに、顧客の給油等を適切に監視し、制御し、必要な指示をしましょう。


可燃性蒸気の滞留するおそれのある場所では火の気を発する機器を絶対に使用しないことなど適切な火気管理を行うとともに、静電気が発生するおそれがある場合には、蓄積される静電気を有効に除去しましょう。





③　移動タンク貯蔵所では・・・


安全な移送について再確認しましょう。





④　危険物の運搬は・・・


運搬するときは、容器のふたを確実に閉め、容器の転倒を防止する措置を確実に行いましょう。





⑤　一般取扱所では・・・


作業工程等における危険要因を把握し、講じた対策を作業者全員に周知徹底しましょう。


工事の実施に当たっては、作業環境を十分確認しましょう。





平成２１年


東京消防庁危険物安全週間ポスター
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東京消防庁危険物安全標語
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